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導波路型光フェーズドアレイ（Optical Phased Array: OPA）は機械的な可動部無しに光ビームの

方向や形状を制御できる，小型・軽量な光走査デバイスとして注目されている。我々は，OPA の

3Dディスプレイへの応用を目指して，高速応答性・低消費電力性に優れた有機電気光学（Electro-

Optic: EO）ポリマーを用いた OPAの開発を進めている。これまで，波長 1550 nmにおいて EO ポ

リマーOPA の 2 MHz 高速光ビーム走査[1]や，出射部に SiN導波路を適用した有機/無機積層 OPA

を設計し，OPA 面直方向に取り出した光ビームの最大 36.6度光偏向動作を実証した[2]。 

OPA の 3D 応用には，可視光域で動作するフェーズシフタが必要である。近年，省電力な電圧

制御が可能でかつ加工性に優れた材料として，可視光に対応した EO ポリマーの開発[3]や，赤色

波長における EO ポリマーの光変調動作に関する報告[4]がなされている。そこで今回，赤色光に

対応したフェーズシフタと出射部に非周期配列構造[5]を適用したオール EO ポリマーOPA を設

計・試作し，出力光ビームの光学評価実験により OPAの基本動作を検証した。 

本研究で用いた OPA の概略図を Fig. 1に示す。OPA は光スプリッタ，フェーズシフタ，出射部

から構成される。設計波長 640 nmとし，文献[4]に基づき導波路のコア幅と高さをそれぞれ 1 μm，

0.6 μm のリブ導波路構造とした。OPA のチャネル数は 16 とし，入力光をフェーズシフタへ分配

する光スプリッタは 1x2MMI の多段構造とした。また，光ビームの広がり角は開口サイズに反比

例することから，本設計では OPA出射部開口サイズを 

300 μmの導波路非周期配列構造とした。 

試作した OPA から出力した赤色光ビームの 1 次元プロ

ファイルを Fig. 2 に示す。300 μm 開口の OPA から出力さ

れた光ビームの広がり角は，設計値 0.11度に対して 0.13 度

であった。またフェーズシフタへの電圧印加により，±5度

の光ビーム 1次元光偏向動作の確認に成功した。 
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Fig.2 Output optical beam 

Fig.1 OPA structure 
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